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（厚労省提出指標・ＤＰＣ指標）

指標 

ICD-10 コード 病名 

K800 急性胆のう< 嚢 > 炎を伴う胆のう< 嚢 > 結石 

K810 急性胆のう< 嚢 > 炎 

請求コード 手術名 

160072210 超音波検査（断層撮影法）（胸腹部） 

急性胆嚢炎    2日以内超音波検査実施 48

指標の意義 

最小値 0  25％値 22.00  中央値 37.50   75％値 53.18   最大値 100.00   回答病院68 

 前年と比べてわずかですが、25％値で3％、中央値で7％、75％値で3％低下しています。10％以上上昇した施

設は15施設ありました。急性胆管炎・胆のう炎診療2013によると簡便さ、低侵襲性、救急医師診断機能の点か

らもQ23急性胆管炎・胆のう炎が疑われるすべての症例において，初診時に超音波検査を施行すべきである（推

奨度1，レベルA）と、全症例について超音波検査を推奨しています（造影ダイナミックCT；推奨度2，レベルC、

MRI；推奨度2，レベルC、CT；推奨度2，レベルD）。侵襲性が少なく、必要な情報が得られる一方で、施行者の

力量により見落としが生じるリスク、画像として保存されるのはごく一部であることから、後で検証しにくい

という欠点があるため、CTが選択される傾向にあります。聴診器を当てるのと同じように医師が超音波検査を

実施できるよう、実技・読影訓練や、専門職の役割見直しなども検討する必要があるかもしれません。また、

診察時に施工した場合画像添付がない場合などで、算定されていない可能性も考えられます。点検の必要があ

りそうです 

・必要データセット：DPC様式１、EFファイル 

・分子：分母のうち、入院日から2日以内に超音波検査が実施された症例 

・分母：急性胆嚢炎で入院した症例 

・分子÷分母（単位：パーセント） 

分母の定義 

Ⅰ.解析期間に退院した症例を対象とする 

Ⅱ.このうち、胆嚢炎で入院した症例。 

 入院の契機となった傷病名に下記のICD-10コードが該当すれば対象とする 

指標の定義・算出方法 

分子の定義 

Ⅰ.入院日から２日以内に腹部超音波検査を受けた症例 

 EFファイルで入院日または入院日翌日に下記が請求されている症例 

参考文献 

急性胆のう炎の確定診断（特徴的画像所見）のためにまず行うべき検査。その実施状況。急性胆嚢炎の治療

方針の決定のため重要である。 

測定上の限界・解釈上の注意 

科学的根拠に基づく急性胆管炎・胆嚢炎の診療ガイドライン.急性胆道炎の診療ガイドライン作成出版委員会

編2005 

考察 

急性胆嚢炎において、超音波検査は重症度の評価、診療方針の決定に必須の検査とされている。 

改善事例 

・膵胆管を中心とした超音波検査・読影の学習会を実施 
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